
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 40 （回答者数） 31

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもたち同士での話し合いの時間を増やし、仲間との絆を
深め、社会性の発達も視野に入れた支援を継続して行ってい
く。

2
収穫した野菜を使って料理をするなどの工夫を加えること
で、食育にもつながっている。自分が育てたもので料理を作
る経験は、大きな達成感につながっている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
プログラムの内容を子どもたちの興味に合わせることで、楽
しみながら学び主体的に学ぶ姿勢を育てていく。

2
具体的な感想や気づきを聞くことで、子どもたち自身の意識
を高め、次回の活動へのモチベーションを向上していく。

3

身体を使った遊びや運動なども取り入れ、子どもたちの多様な
ニーズに応え実施している。

運動能力の向上だけでなく、協調性やコミュニケーションスキ
ルを育む機会になっている。

「最後までやり遂げる」気持ちを養うことができる、野菜や植
物の栽培体験。
食への興味・関心、食材の理解を深め、基本的な調理技術や衛
生管理を学べる調理実習。

野菜や植物を育てることで、責任感や成⾧の喜びを実感できる
ため、心の成⾧にも寄与している。

簡単に育てられるハーブや花を選ぶことで、子どもたちが興味
を持ちやすく、日々の観察を通じて学びが得られる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

一人ひとりの子どもには、それぞれ異なる特性や興味、発達段
階があり、これらの違いを理解し、具体的な支援に結びつけて
いくこと。

遊びを通じて興味を示す分野や、特に好きなアクティビティを
見つけ出すことで、支援内容をより効果的に設計し、具体的な
支援に結びつけていく。子どもたちが持つ潜在能力を最大限に

引き出していくこと。

定期的なフィードバックの機会を設けること
子どもたちにその日の体験や感想を聞いたり、活動後に簡単な

振り返りの時間を設定する。

2025年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら鵠沼教室

○保護者評価実施期間 2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


